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あぐりキッズスクール 第17期生



令
和
５
年
度
も
生
産
者
の
方
々
を
取
材
し
、農
業
や
部
会
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
回
の
特
集
で
は
、皆
さ
ま
の
言
葉
と
共
に
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

１
年
間

あ
り
が
と
う

実家は非農家で太宰府市出身の私にとって、朝倉の地
での新規就農は未知の世界でした。試行錯誤しながら
最初の1年を乗り切った時、初めて農家になれたという
喜びで胸がいっぱいになりました。ピーク時の収穫作
業や、低温障害、高温障害の対応など日々試練もありま
すが、農業にチャレンジしてよかったと思う毎日です。

藤原 宏亮さん
冬春なす部会

6月号 ナス

登山で培ったチャレンジ精神で就農
　　規模拡大など新たな挑戦へ意欲

栽培が難しいと言われる「感激73」ですが、部会では品
種にこだわり、全員で同じ品種を栽培しています。消費
者の皆さんから「朝倉のトマトはおいしい」と言っても
らえることが何よりの励み。そう言った言葉が聞けるの
も農業の魅力です。今後も自信をもっておいしいトマ
トを出荷していきます。ぜひ一度、味わってください。

今福 龍太さん
冬春とまと部会

5月号 トマト

朝倉のトマト「感激73」を一緒に作る
　　　　　部会の仲間は最高の師匠

平成29年の九州北部豪雨後、早期成園化を目指し導
入した技術を、私がモデルケースとなり、部会の皆さん
やこれから桃の栽培を始める方に伝えていきたいと考
えています。年々、他産地と花の満開期が近づき、出荷
が同じ時期になりつつあります。そのような時に、「朝倉
の桃」を選んでもらえるよう頑張っていきます。

久保山 幸一さん
もも部会

8月号 桃

九州北部豪雨からの復興
　　　　新しい栽培法で早期成園化

現在、就農9年目。アスパラガスと関わる日々がとても
楽しいです。よく観察し、生育に合わせた防除や追肥な
ど、寄り添った栽培を心掛けるとアスパラガスも喜ん
でくれているなと感じます。部会員増で盛り上がる部
会の中で、後に続いてくれる方々に自分の経験や知識
を伝え、後進育成に貢献できればと考えています。

山本 賢司さん
アスパラガス部会

7月号 アスパラガス

寄り添った栽培で
20年付き合えるアスパラガスを目指す

特  

集

朝倉市屋永筑前町朝日

筑前町依井朝倉市菱野
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ＪＡでは管内の小学生を対象に、食と農について学ぶ「あぐりキッ
ズスクール」を年間企画で開催しています。今月号は、第17期生
の1年間の思い出を表紙にしました。
今年度は、食と農の大切さ、友達と協力して目標達成することの
楽しさを学んでもらおうと野菜の苗植え・収穫、フルーツ狩り、み
そ造り、お弁当作りなどを実施。夏には特別講として1泊2日のサ
マーキャンプで「地産地消カレーコンテスト」を開催しました。

今月の表紙の“ひと”

「あぐりキッズスクール」第17期生の皆さん

令和５年８月　サマーキャンプ
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「ふぁーむ」にお寄せいただいたお便りから
「生産者訪問」へのコメントを紹介します

他にも多くのお便りをいただいています。ありがとうございました。

 5月号　今福龍太さんの記事を読んで
　朝倉のトマト「感激73」の記事を興味深く読みました。ぜひ近いう
ちに食べてみたいです。　　　　　　　　  （朝倉市 E･Mさん）

 7月号　山本賢司さんの記事を読んで
　生産者訪問の記事を読んで、日々 楽しく勉強しながら農業をされ
ていて素晴らしいと思いました。　　　　　（朝倉市 えむさん）

 11月号　山口弘行さん・禮子さんの記事を読んで
　山口さんの記事に感銘を受けました。収穫量を高めるための創意
工夫と取り組みが述べてありました。まだまだと挑戦する旨の事
柄もすごいです。きっと私たちの身近にも土と共に楽しく農業をさ
れている方がいらっしゃることでしょう。  (朝倉市 しまちゃんさん)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
 そのほかのコメント
　「生産者訪問」は毎回読んでいます。目標を持ってがんばってお
られる姿にいつも感心しています。　　   （筑前町 まーぼうさん）

　「生産者訪問」を読み、いろいろな作物が栽培されていて、皆さんい
ろいろなことに挑戦して真剣に取り組んでいる様子に感動しました。
　　　　　　　　　　　　　　  （朝倉市 ふとっちょばあさん）

部会はおいしい梨を届けたいという熱い思いを胸に一
致団結しています。農業は手間がかかる大変な仕事で
すが、頑張って手をかけた分、おいしい梨が収穫でき、
消費者の皆さんに喜んでもらえた時は栽培していてよ
かったと思います。こういう喜びを多くの方に伝えるこ
とで、就農する人が増えて欲しいです。

岡部 俊之さん

9月号 梨

部会の仲間と一致団結
　おいしい梨の栽培に意欲を燃やす

農業自体がほぼゼロからの出発だったので、最初は分
からないことばかりでした。そんな私を支えてくれたの
が部会でした。栽培技術はまだ勉強中ですが、新規栽
培者ならではの目線でこれから新規栽培される方の不
安や疑問に寄り添うなど、私なりの形で部会に貢献し、
「とよみつひめ」栽培を夫婦で続けていきたいです。

丸林 文男さん・絹江さん

10月号 イチジク

第二の人生で農業に挑戦
　支えてくれた部会に恩返しをしたい

若い頃は土を触ることが好きではありませんでした
が、収量が多かった時の喜びや土づくりの大切さを経
験し、今では夢中で土と触れ合い、農業が生きがいに
なりました。農業は自分で経験しないと分からないこと
がたくさんあります。跡を継ぐ次男にも、一緒に作業し
ながら農業の喜びを伝えていきたいと考えています。

山口 弘行さん・禮子さん

11月号 普通作

家族で仲良く楽しく営む農業
　　　　　　農業の喜びを伝えたい

今夏、被災園地の復旧作業を、部会主体で行った相互
支援は、自分自身に常に問い続けてきた協同組合の原
点そのものでした。作業で汗を流しながら、若手をはじ
め多くの部会員と腹を割って語り合えたことも大きな
財産です。今後も、共に切磋琢磨しながら、他産地に負
けない高品質な柿づくりをしていきます。

部会長 日野 洋さん

12月号 柿

みんなの力で豪雨災害を乗り越える
継承と改革で部会員とともに産地基盤強化

梨部会とよみつひめ部会

普通作部会かき部会

両親が栽培する柿と桃だけではなく、所得向上を目指
して栽培に挑戦したイチゴ「博多あまおう」。分からな
いことを相談した時、いつもたくさんのアドバイスをく
ださる部会の先輩方は頼りになる存在です。イチゴを
食べた皆さんが笑顔になって喜んでいただけるよう
な、おいしい「博多あまおう」を栽培していきます。

吉橋 慧さん

令和6年3月号 イチゴ

喜んでもらえるイチゴを作りたい
徹底した管理で安定した収量を目指す

杷木いちご部会

栽培を初めて7年目。大野城市からハウスのある筑前
町まで毎日通い、家族と共に農業に取り組んでいま
す。部会長として、農家研修の受け入れなどを部会に
呼び掛け、私が農業大学校の農家研修でJA筑前あさ
くらの冬春きゅうり部会の生産者にお世話になった時
のように、部会に関わる人との“縁”の輪を広げていき
たいです。

部会長 工藤 博文さん

キュウリ

“縁”で出会った冬春きゅうり部会
部会長として“縁”の輪を広げていきたい

部会長として、今大切にしたいことは、先人の思いや
「博多万能ねぎ」の歴史を、あらためて部会全員で共有
し後世につなぐことです。日本一になるのは難しい。で
もそれを維持していくこともまた難しいこと。未来の部
会員にも「先人がいたから今がある」と思ってもらえる
よう、部会をしっかり盛り上げていきたいです。

　　部会長 丸林 新二さん

博多万能ねぎ

日本一を守り続ける
　「博多万能ねぎ」への誇りとプライド

冬春きゅうり部会博多万能ねぎ部会

令和6年1月号令和6年2月号

筑前町四三嶋朝倉市入地

筑前町森山朝倉市杷木志波

筑前町三並朝倉市入地

朝倉市宮野

4Vol.359



「ふぁーむ」にお寄せいただいたお便りから
「生産者訪問」へのコメントを紹介します

他にも多くのお便りをいただいています。ありがとうございました。

 5月号　今福龍太さんの記事を読んで
　朝倉のトマト「感激73」の記事を興味深く読みました。ぜひ近いう
ちに食べてみたいです。　　　　　　　　  （朝倉市 E･Mさん）

 7月号　山本賢司さんの記事を読んで
　生産者訪問の記事を読んで、日々 楽しく勉強しながら農業をされ
ていて素晴らしいと思いました。　　　　　（朝倉市 えむさん）

 11月号　山口弘行さん・禮子さんの記事を読んで
　山口さんの記事に感銘を受けました。収穫量を高めるための創意
工夫と取り組みが述べてありました。まだまだと挑戦する旨の事
柄もすごいです。きっと私たちの身近にも土と共に楽しく農業をさ
れている方がいらっしゃることでしょう。  (朝倉市 しまちゃんさん)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
 そのほかのコメント
　「生産者訪問」は毎回読んでいます。目標を持ってがんばってお
られる姿にいつも感心しています。　　   （筑前町 まーぼうさん）

　「生産者訪問」を読み、いろいろな作物が栽培されていて、皆さんい
ろいろなことに挑戦して真剣に取り組んでいる様子に感動しました。
　　　　　　　　　　　　　　  （朝倉市 ふとっちょばあさん）

部会はおいしい梨を届けたいという熱い思いを胸に一
致団結しています。農業は手間がかかる大変な仕事で
すが、頑張って手をかけた分、おいしい梨が収穫でき、
消費者の皆さんに喜んでもらえた時は栽培していてよ
かったと思います。こういう喜びを多くの方に伝えるこ
とで、就農する人が増えて欲しいです。

岡部 俊之さん

9月号 梨

部会の仲間と一致団結
　おいしい梨の栽培に意欲を燃やす

農業自体がほぼゼロからの出発だったので、最初は分
からないことばかりでした。そんな私を支えてくれたの
が部会でした。栽培技術はまだ勉強中ですが、新規栽
培者ならではの目線でこれから新規栽培される方の不
安や疑問に寄り添うなど、私なりの形で部会に貢献し、
「とよみつひめ」栽培を夫婦で続けていきたいです。

丸林 文男さん・絹江さん

10月号 イチジク

第二の人生で農業に挑戦
　支えてくれた部会に恩返しをしたい

若い頃は土を触ることが好きではありませんでした
が、収量が多かった時の喜びや土づくりの大切さを経
験し、今では夢中で土と触れ合い、農業が生きがいに
なりました。農業は自分で経験しないと分からないこと
がたくさんあります。跡を継ぐ次男にも、一緒に作業し
ながら農業の喜びを伝えていきたいと考えています。

山口 弘行さん・禮子さん

11月号 普通作

家族で仲良く楽しく営む農業
　　　　　　農業の喜びを伝えたい

今夏、被災園地の復旧作業を、部会主体で行った相互
支援は、自分自身に常に問い続けてきた協同組合の原
点そのものでした。作業で汗を流しながら、若手をはじ
め多くの部会員と腹を割って語り合えたことも大きな
財産です。今後も、共に切磋琢磨しながら、他産地に負
けない高品質な柿づくりをしていきます。

部会長 日野 洋さん

12月号 柿

みんなの力で豪雨災害を乗り越える
継承と改革で部会員とともに産地基盤強化

梨部会とよみつひめ部会

普通作部会かき部会

両親が栽培する柿と桃だけではなく、所得向上を目指
して栽培に挑戦したイチゴ「博多あまおう」。分からな
いことを相談した時、いつもたくさんのアドバイスをく
ださる部会の先輩方は頼りになる存在です。イチゴを
食べた皆さんが笑顔になって喜んでいただけるよう
な、おいしい「博多あまおう」を栽培していきます。

吉橋 慧さん

令和6年3月号 イチゴ

喜んでもらえるイチゴを作りたい
徹底した管理で安定した収量を目指す

杷木いちご部会

栽培を初めて7年目。大野城市からハウスのある筑前
町まで毎日通い、家族と共に農業に取り組んでいま
す。部会長として、農家研修の受け入れなどを部会に
呼び掛け、私が農業大学校の農家研修でJA筑前あさ
くらの冬春きゅうり部会の生産者にお世話になった時
のように、部会に関わる人との“縁”の輪を広げていき
たいです。

部会長 工藤 博文さん

キュウリ

“縁”で出会った冬春きゅうり部会
部会長として“縁”の輪を広げていきたい

部会長として、今大切にしたいことは、先人の思いや
「博多万能ねぎ」の歴史を、あらためて部会全員で共有
し後世につなぐことです。日本一になるのは難しい。で
もそれを維持していくこともまた難しいこと。未来の部
会員にも「先人がいたから今がある」と思ってもらえる
よう、部会をしっかり盛り上げていきたいです。

　　部会長 丸林 新二さん

博多万能ねぎ

日本一を守り続ける
　「博多万能ねぎ」への誇りとプライド

冬春きゅうり部会博多万能ねぎ部会

令和6年1月号令和6年2月号

筑前町四三嶋朝倉市入地

筑前町森山朝倉市杷木志波

筑前町三並朝倉市入地

朝倉市宮野
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JA筑前あさくら
令和6年度　第18期生募集

開校期間

対 象 者

令和6年5月～令和7年1月（全5講）
朝倉市・筑前町・東峰村の小学3年生～6年生（新学年）

募集定員 40名程度（先着順）

受 講 料 年間3,000円（傷害保険料・教材費含む） ※第1講でいただきます
保護者がJA組合員の場合、（参加者1名につき）1,000円割引します。

申し込み期間 3月29日（金）まで（定員になり次第、締め切ります）
JA筑前あさくらのホームページより申込書をダウンロード、または最寄りの
支店にて申込書をお受け取りいただきご提出ください。
※JA支店窓口・本店組織ふれあい課までお持ちいただくか、
　FAXしてください。

お問い合わせ先 JA本店 組織ふれあい課 （受付：平日8:30～17:00）
　☎ 0946-22-1917 FAX 0946-22-1893

3,000円
以上出資して

JA組合員に加入
しませんか?

※日時、内容は天候や諸事情などで変更する場合がございます。あらかじめご了承ください

農業体験・調理体験 興味がある子どもたち募集!

講

第１講 5月25日（土）
9:00～12:30

9:00～15:00

9:00～13:00

9:00～14:00

入学式
ジャガイモ収穫
夏野菜植え付け

第2講 9:00～15:00
7月27日（土） 夏野菜の収穫

フルーツ狩り
プールで水遊び

第3講 9月28日（土） 秋冬野菜の種まき
お楽しみバスツアー

第4講 11月30日（土）

第5講 1月25日（土） 卒業式
料理教室＆親子で昼食会

日　程 プログラム

野菜収穫
野菜たっぷりピザ作り

令和7年

1泊2日

8月22日（木）
～23日（金）

夏の思い出を作ろう！「サマーキャンプ」
※参加者限定30名、参加費3,000円別途必要。

特別
講座
特別
講座

JAは1月27日、あぐりキッズスクール第5講を開催し、お弁当
作りと卒業式を行いました。1年間の集大成として保護者へ
日頃の感謝の気持ちを込めたお弁当作りに挑戦。班ごとに
一品ずつ、心を込めて作ったお弁当を保護者と一緒に食べ
ながら、笑顔あふれる楽しい時間を過ごしました。卒業式で
は庄島美幸校長が卒業生に卒業証書を授与しました。

ポテトサラダ班ポテトサラダ班

卵焼き班卵焼き班

みそ汁班みそ汁班

卒業生代表あいさつ卒業生代表あいさつ

卒業証書授与卒業証書授与

担任のあいさつ担任のあいさつ親子で昼食親子で昼食

お弁当作り 卒業式

照り焼きチキン班照り焼きチキン班 お弁当詰めお弁当詰め

きんぴらごぼう班きんぴらごぼう班

お弁当作り＆卒業式
第5講

食農教育
　　活動

料理や手芸など得意な分野を生
かして、食農教育や地域貢献など
を行う活動リーダーの皆さんが、1
年間「あぐりキッズスクール」の料
理の先生として参加し、子どもたち
に食と農の魅力を伝えました。

活動リーダー

食農教育食農教育食農教育食農教育
　　活動　　活動　　活動　　活動　　活動　　活動

女性部
活動紹介

地元の野菜などを使って子どもたちに
女性部自慢のかしわ飯やポテトサラ
ダなどお昼ごはんを作りました。

第1講
入学式
第1講
入学式

管内特産の大豆を使ったみそ造
り教室。熟成させ第5講でみそ汁
にして味わいました。

第3講
みそ造り
第3講
みそ造り

大切な人のために料理する楽しさ
や食べることの素晴らしさを子ども
たちに伝えました。

第5講
お弁当作り
第5講
お弁当作り
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
　

　
麦
数
量
払
交
付
金
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
を
要
請

朝
倉
高
校
史
学
部
と
菓
蔵
家
が「
秋
月
の
志
士
」

　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
、共
同
で
商
品
化

第
65
回
全
国
家
の
光
大
会
で
表
彰

　「
家
の
光
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
」結
成
拡
大
実
績
表
彰

要請書を手渡す〆野支部長（前列左から３人目）

　
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
は
１

月
16
日
、三
輪
支
店
に
、自
由
民
主
党
福
岡
県
第
５

選
挙
区
の
栗
原
渉
支
部
長
と
林
泰
輔
福
岡
県
議

会
議
員
を
招
き
、畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
麦
数
量
直
接
払
い
）に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
行

い
、麦
数
量
直
接
払
い
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
に

関
す
る
要
請
書
を
、栗
原
支
部
長
と
林
県
議
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
〆
野
安
男
支
部
長
は
、「
麦
数
量
直
接
払
い
交
付

単
価
引
き
下
げ
は
、麦
の
生
産
努
力
の
減
退
と
農

業
者
所
得
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
農
業

が
持
続
で
き
る
か
危
惧
し
て
い
る
」と
麦
数
量
直

接
払
い
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
よ
う

に
強
く
訴
え
ま
し
た
。

「秋月の志士」を手に笑顔の史学部員

福
岡
県
立
朝
倉
高
校
史
学
部
が
、秋
月
藩
成
立

４
０
０
年
を
記
念
し
て
地
元
の
老
舗
和
菓
子
店「
阿

さ
ひ
飴
本
舗
菓
蔵
家
」と
共
同
で
商
品
化
し
た
和
菓

子「
歴
史
銘
菓
秋
月
の
志
士
」が
人
気
で
す
。

　
史
学
部
と
地
域
の
和
菓
子
店
と
の
コ
ラ
ボ
シ
リ
ー

ズ
第
３
弾
で
、コ
ン
セ
プ
ト
は「
老
若
男
女
に
広
く
親

し
ま
れ
る
和
菓
子
」。地
元
産
の
無
農
薬
栽
培
の
米
粉

１
０
０
％
を
使
用
し
た
皮
で
白
あ
ん
を
く
る
ん
だ
焼

き
饅
頭
で
、包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
商
品
名
は
史
学

部
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
販
売
価
格
は
１
個
１
６
２
円（
税
込
）で
、「
米
粉
の

風
味
が
素
朴
で
、食
べ
や
す
く
て
お
い
し
い
」「
グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
な
の
で
子
ど
も
の
お
や
つ
に
う
れ
し
い
」と

評
判
で
、人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

◆2月は日本農業新聞に、合計16本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

　
女
性
部
は
２
月
14
日
、第
65
回
全
国
家
の
光
大

会
で
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
普
及
活
用
実
績
表
彰「
家

の
光
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
」結
成
拡
大
実
績
表
彰

の
部
で
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、「
家
の
光
」の
記
事
を
活
用
し
て
女

性
部
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
新
規
登
録
数
が
拡

大
し
、組
織
活
動
が
活
性
化
し
た
上
位
の
Ｊ
Ａ
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。令
和
５
年
度
に
全
６
地
区

合
計
23
の
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
山
と
よ
子
部
長
は「
新
グ
ル
ー
プ
の
立
ち

上
げ
は
、新
規
女
性
部
員
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
も
女
性
部
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

表彰状を手にする久保山とよ子部長（右）と
印丸美和副部長（左）

か
き
部
会
が
農
産
局
長
賞
で
全
国
表
彰

　
第
25
回
全
国
果
樹
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事
業
・
第
３
期
の
３
人
が
独
立

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
と
し
て
新
た
な
一
歩

朝
倉
市
黒
川
地
区
で
一
般
社
団
法
人
く
ろ
が
わ
設
立

　
地
域
全
体
で
農
地
を
守
り
復
興
目
指
す

　
Ｊ
Ａ
が
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
災
農
家
の
営

農
再
開
を
支
援
す
る「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事
業
」で
、

第
３
期
の
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
農
作
業
委
託

者
）の
３
人
が
独
立
し
ま
し
た
。同
事
業
に
よ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
新
規
栽
培
者
は
累
計
で
９
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、令
和
元
年
度
か
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ

の
復
興
支
援
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
、こ
れ
ま
で
に
６

人
が
独
立
。第
３
期
の
３
人
は
合
計
約
36
ア
ー
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
春
芽
、夏
芽
を
栽
培
し
ま
す
。

　
１
月
31
日
に
終
了
式
を
Ｊ
Ａ
杷
木
支
店
で
開

催
。フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
、星
野
忠
男
さ

ん
は「
こ
れ
か
ら
は
高
品
質
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
生

産
し
て
い
く
こ
と
で
Ｊ
Ａ
や
部
会
に
恩
返
し
し
て

い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

終了式に参加した関係者

　
果
樹
分
野
の
生
産
技
術
や
経
営
方
式
に
お
け
る
先

進
的
な
農
業
者
、生
産
団
体
な
ど
を
顕
彰
す
る「
第

25
回
全
国
果
樹
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、か
き

部
会
が
農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
日
本
の
果
樹
生
産
へ
の
貢
献
、新
技
術

や「
秋
王
」な
ど
へ
の
計
画
的
改
植
、輸
出
へ
の
取
り
組

み
、「
冷
蔵
柿
」に
よ
る
有
利
販
売
な
ど
常
に
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
た
点
や
、組
織
・
生
産
・
販

売
を
強
化
す
る「
柿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
動
、九
州
北

部
豪
雨
か
ら
の
復
興
、令
和
５
年
７
月
の
豪
雨
時
の

部
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
復
旧
応
援
体
制
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。日
野
洋
部
会
長
は「
今
後

も
協
同
の
力
を
発
揮
し
、部
会
一
丸
と
な
り
生
き
残

れ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

表彰式に臨む日野部会長（中央）ら

　
復
旧
か
ら
復
興
へ
―
。九
州
北
部
豪
雨
の
被
災

地
、朝
倉
市
黒
川
地
区
で
地
域
の
農
地
を
守
る

「
一
般
社
団
法
人
く
ろ
が
わ
」が
昨
年
12
月
、設
立

総
会
を
開
き
ま
し
た
。中
山
間
地
域
で
あ
る
同

地
区
の
農
家
や
地
権
者
な
ど
59
人
で
組
織
し
、

耕
作
者
不
在
の
改
良
復
旧
農
地
で
の
営
農
や
保

全
管
理
を
行
い
ま
す
。被
災
地
の
営
農
復
興
を
目

的
と
し
た
一
般
社
団
法
人
の
設
立
は
福
岡
県
初
。

　
鳥
巣
良
彦
代
表
は「
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
地
域
の〝
宝
〞を
守
り
、次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
。農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
が
組
織
と
し
て
営
農
復
興
、地
域
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

一般社団法人くろがわの役員

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は
２
月
３
日
、「
第
５
回
Ｊ
Ａ
筑
前
あ

さ
く
ら
・
に
じ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」を
久
留
米
市
の
田
主
丸
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
Ｊ
Ａ
間
の
垣
根
を
超
え
て
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。両
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
学
生
を
対

象
と
す
る
合
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、サ
ッ
カ
ー
大
会
を
通
じ
て
、楽
し
く

ふ
れ
合
い
友
情
を
育
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
に
じ
と
合
同
で
開
催

　
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
貢
献
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します!

筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
　

　
麦
数
量
払
交
付
金
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
を
要
請

朝
倉
高
校
史
学
部
と
菓
蔵
家
が「
秋
月
の
志
士
」

　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
、共
同
で
商
品
化

第
65
回
全
国
家
の
光
大
会
で
表
彰

　「
家
の
光
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
」結
成
拡
大
実
績
表
彰

要請書を手渡す〆野支部長（前列左から３人目）

　
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
三
輪
地
区
支
部
は
１

月
16
日
、三
輪
支
店
に
、自
由
民
主
党
福
岡
県
第
５

選
挙
区
の
栗
原
渉
支
部
長
と
林
泰
輔
福
岡
県
議

会
議
員
を
招
き
、畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金

（
麦
数
量
直
接
払
い
）に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
行

い
、麦
数
量
直
接
払
い
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
に

関
す
る
要
請
書
を
、栗
原
支
部
長
と
林
県
議
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
〆
野
安
男
支
部
長
は
、「
麦
数
量
直
接
払
い
交
付

単
価
引
き
下
げ
は
、麦
の
生
産
努
力
の
減
退
と
農

業
者
所
得
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
農
業

が
持
続
で
き
る
か
危
惧
し
て
い
る
」と
麦
数
量
直

接
払
い
の
交
付
単
価
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
よ
う

に
強
く
訴
え
ま
し
た
。

「秋月の志士」を手に笑顔の史学部員

福
岡
県
立
朝
倉
高
校
史
学
部
が
、秋
月
藩
成
立

４
０
０
年
を
記
念
し
て
地
元
の
老
舗
和
菓
子
店「
阿

さ
ひ
飴
本
舗
菓
蔵
家
」と
共
同
で
商
品
化
し
た
和
菓

子「
歴
史
銘
菓
秋
月
の
志
士
」が
人
気
で
す
。

　
史
学
部
と
地
域
の
和
菓
子
店
と
の
コ
ラ
ボ
シ
リ
ー

ズ
第
３
弾
で
、コ
ン
セ
プ
ト
は「
老
若
男
女
に
広
く
親

し
ま
れ
る
和
菓
子
」。地
元
産
の
無
農
薬
栽
培
の
米
粉

１
０
０
％
を
使
用
し
た
皮
で
白
あ
ん
を
く
る
ん
だ
焼

き
饅
頭
で
、包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
と
商
品
名
は
史
学

部
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
販
売
価
格
は
１
個
１
６
２
円（
税
込
）で
、「
米
粉
の

風
味
が
素
朴
で
、食
べ
や
す
く
て
お
い
し
い
」「
グ
ル
テ

ン
フ
リ
ー
な
の
で
子
ど
も
の
お
や
つ
に
う
れ
し
い
」と

評
判
で
、人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

◆2月は日本農業新聞に、合計16本のJA筑前あさくらに関する記事が掲載されました。

　
女
性
部
は
２
月
14
日
、第
65
回
全
国
家
の
光
大

会
で
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
普
及
活
用
実
績
表
彰「
家

の
光
記
事
活
用
グ
ル
ー
プ
」結
成
拡
大
実
績
表
彰

の
部
で
、表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、「
家
の
光
」の
記
事
を
活
用
し
て
女

性
部
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
新
規
登
録
数
が
拡

大
し
、組
織
活
動
が
活
性
化
し
た
上
位
の
Ｊ
Ａ
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。令
和
５
年
度
に
全
６
地
区

合
計
23
の
グ
ル
ー
プ
が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
保
山
と
よ
子
部
長
は「
新
グ
ル
ー
プ
の
立
ち

上
げ
は
、新
規
女
性
部
員
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。

今
後
も
女
性
部
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

表彰状を手にする久保山とよ子部長（右）と
印丸美和副部長（左）

か
き
部
会
が
農
産
局
長
賞
で
全
国
表
彰

　
第
25
回
全
国
果
樹
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事
業
・
第
３
期
の
３
人
が
独
立

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
者
と
し
て
新
た
な
一
歩

朝
倉
市
黒
川
地
区
で
一
般
社
団
法
人
く
ろ
が
わ
設
立

　
地
域
全
体
で
農
地
を
守
り
復
興
目
指
す

　
Ｊ
Ａ
が
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
災
農
家
の
営

農
再
開
を
支
援
す
る「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
事
業
」で
、

第
３
期
の
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
農
作
業
委
託

者
）の
３
人
が
独
立
し
ま
し
た
。同
事
業
に
よ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
新
規
栽
培
者
は
累
計
で
９
人
と
な

り
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、令
和
元
年
度
か
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ

の
復
興
支
援
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
、こ
れ
ま
で
に
６

人
が
独
立
。第
３
期
の
３
人
は
合
計
約
36
ア
ー
ル
で

そ
れ
ぞ
れ
春
芽
、夏
芽
を
栽
培
し
ま
す
。

　
１
月
31
日
に
終
了
式
を
Ｊ
Ａ
杷
木
支
店
で
開

催
。フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
一
人
、星
野
忠
男
さ

ん
は「
こ
れ
か
ら
は
高
品
質
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
生

産
し
て
い
く
こ
と
で
Ｊ
Ａ
や
部
会
に
恩
返
し
し
て

い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

終了式に参加した関係者

　
果
樹
分
野
の
生
産
技
術
や
経
営
方
式
に
お
け
る
先

進
的
な
農
業
者
、生
産
団
体
な
ど
を
顕
彰
す
る「
第

25
回
全
国
果
樹
技
術
・
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、か
き

部
会
が
農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
日
本
の
果
樹
生
産
へ
の
貢
献
、新
技
術

や「
秋
王
」な
ど
へ
の
計
画
的
改
植
、輸
出
へ
の
取
り
組

み
、「
冷
蔵
柿
」に
よ
る
有
利
販
売
な
ど
常
に
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
た
点
や
、組
織
・
生
産
・
販

売
を
強
化
す
る「
柿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
動
、九
州
北

部
豪
雨
か
ら
の
復
興
、令
和
５
年
７
月
の
豪
雨
時
の

部
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
復
旧
応
援
体
制
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。日
野
洋
部
会
長
は「
今
後

も
協
同
の
力
を
発
揮
し
、部
会
一
丸
と
な
り
生
き
残

れ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指
す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

表彰式に臨む日野部会長（中央）ら

　
復
旧
か
ら
復
興
へ
―
。九
州
北
部
豪
雨
の
被
災

地
、朝
倉
市
黒
川
地
区
で
地
域
の
農
地
を
守
る

「
一
般
社
団
法
人
く
ろ
が
わ
」が
昨
年
12
月
、設
立

総
会
を
開
き
ま
し
た
。中
山
間
地
域
で
あ
る
同

地
区
の
農
家
や
地
権
者
な
ど
59
人
で
組
織
し
、

耕
作
者
不
在
の
改
良
復
旧
農
地
で
の
営
農
や
保

全
管
理
を
行
い
ま
す
。被
災
地
の
営
農
復
興
を
目

的
と
し
た
一
般
社
団
法
人
の
設
立
は
福
岡
県
初
。

　
鳥
巣
良
彦
代
表
は「
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
地
域
の〝
宝
〞を
守
り
、次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
。農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
が
組
織
と
し
て
営
農
復
興
、地
域
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
す
。

一般社団法人くろがわの役員

　
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
と
Ｊ
Ａ
に
じ
は
２
月
３
日
、「
第
５
回
Ｊ
Ａ
筑
前
あ

さ
く
ら
・
に
じ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」を
久
留
米
市
の
田
主
丸
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
Ｊ
Ａ
間
の
垣
根
を
超
え
て
、次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。両
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
学
生
を
対

象
と
す
る
合
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、サ
ッ
カ
ー
大
会
を
通
じ
て
、楽
し
く

ふ
れ
合
い
友
情
を
育
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
に
じ
と
合
同
で
開
催

　
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
貢
献
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野菜種の購入や家庭菜園のご相談はお近くの営農センターまたは支店経済まで

トウモロコシ・オクラ・カボチャなどの夏野菜の準備は今！

店頭価格

1,520円（税込）

園芸培土(20㎏)

矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当
矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜種を各種
取り揃えています!
野菜種を各種
取り揃えています!初

め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

初
め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭菜園をはじめてみませんか？

赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当
赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜の種から芽が出ることを
「芽出し」といいます。
この「園芸培土」には、「芽出し」に
必要な成分が含まれています。
種をまく時に、ぜひご使用ください！

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

家
庭
菜
園

品
種
の
選
び
方

野
菜
作
り
の
第
一
歩

園
芸
研
究
家

成
松
次
郎

・
発
芽
・
生
育
適
温
な
ど

　
発
芽
や
生
育
に
関
す
る
温
度
や
発
芽

ま
で
の
日
数
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
ま
き
時
期
の
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。生

育
の
短
い
品
種
を「
早
生（
わ
せ
）」、長
い

品
種
を「
晩
生（
お
く
て
）」、こ
れ
ら
の
中

間
を「
中
生（
な
か
て
）」と
呼
び
ま
す
。タ

マ
ネ
ギ
の
早
晩
性
と
貯
蔵
性
に
は
深
い

関
わ
り
が
あ
り
、早
生
品
種
は
貯
蔵
性

が
低
く
、晩
生
品
種
は
貯
蔵
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。ハ
ク
サ
イ
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

で
は
早
晩
性
が
80
日
や
90
日
な
ど
の
生

育
日
数
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
機
能
性
野
菜
に
注
目

　
赤
、黄
、紫
な
ど
の
色
素
に
は
健
康
に

良
い
機
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
コ
ピ
ン
の
多
い
ト
マ
ト
、ベ
ー
タ
カ
ロ

テ
ン
を
多
く
含
む
ニ
ン
ジ
ン
、ケ
ル
セ
チ

ン
に
加
え
、ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
を
多
く
含

む
赤
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
で
お
い
し
く
、安
全
な
野
菜

を
作
り
、い
ろ
い
ろ
な
野
菜
で
食
卓
を
豊

か
に
し
ま
し
ょ
う
。野
菜
の
品
種
を
選
ぶ

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、①
そ
の
土
地
の
気

候
や
栽
培
時
期
に
合
っ
て
い
る
か
②
病

気
や
害
虫
に
強
く
、作
り
や
す
い
か
③
利

用
・
調
理
に
適
し
て
い
る
か
、な
ど
を
見

極
め
る
こ
と
で
す
。

﹇
絵
袋
を
確
認
﹈

　
種
苗
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
や
種
の
絵
袋

に
は
大
切
な
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

・
作
り
や
す
さ
、耐
病
性
、耐
寒
性
な
ど

の
特
徴

　
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
名
前
に「
Ｃ

Ｒ
」が
付
い
て
い
れ
ば
根
こ
ぶ
病
に
強
い

品
種
、「
Ｙ
Ｒ
」は
萎
黄（
い
お
う
）病
に
強

い
品
種
で
す
。病
気
に
強
い
品
種
を
選

び
、少
な
い
農
薬
で
作
り
ま
し
ょ
う
。ま

た
、冬
の
野
菜
で
は
耐
寒
性
、夏
の
野
菜

で
は
耐
暑
性
が
あ
れ
ば
安
心
で
す
。

化
成
肥
料
の
部
分
はJA

イ
チ
押

し
！
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、

化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
を
施
肥
し
て

く
だ
さ
い
。

三輪支店経済
営農渉外担当
山下 智弘

化
成
肥
料
の
部
分
は
オ
ス
ス
メ
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、化
成

肥
料
１
０
０
ｇ
に
は
●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は
●
●
ｇ

を
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ラ
ー
麦「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の
穂
揃
期
追
肥

　
お
よ
び
麦
類
の
赤
か
び
病
防
除
に
つ
い
て

　
現
在
、麦
の
制
度
で
は
収
量
に
よ

る
数
量
払
い
が
所
得
に
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。今
後
の
管
理
次
第
で

品
質
・
収
量
と
と
も
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。収
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
最
も
重
要
な
の
が
排
水
対
策
で
す
。

　
圃
場
の
状
況
を
見
る
と
、排
水
溝

が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
所
も

あ
る
よ
う
で
す
。圃
場
に
水
が
た
ま

る
と
根
腐
れ
を
起
こ
し
、品
質
低
下

の
原
因
と
な
り
ま
す
。再
度
圃
場
を

見
回
り
、
畝
溝
を
排
水
溝
に
つ
な

ぎ
、雨
水
が
速
や
か
に
圃
場
外
へ
流

れ
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
か
び
病
の
毒
素
が
一
定
の
基
準

を
超
え
る
麦
は
、人
の
健
康
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

食
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、赤
か
び
病
防
除
未

実
施
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、共
乾
施

設
で
の
荷
受
け
が
で
き
ま
せ
ん
。赤

か
び
病
防
除
の
適
期
は
、大
麦
で
出

穂
12
〜
14
日
後（
葯
殻
抽
出
期
）、小

麦
で
７
〜
10
日
後（
開
花
期
）が
防

除
適
期
で
す
。

　
ま
た
赤
か
び
病
に
弱
い「
ち
く
し

Ｗ
２
号
」「
は
る
か
二
条
」は
防
除
が

２
回
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、１
回

目
防
除
か
ら
７
〜
10
日
後
に
２
回
目

の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、他

の
品
種
に
つ
い
て
も
開
花
期
以
降
雨

が
多
い
場
合
は
２
回
防
除
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

　
粉
剤
に
つ
い
て
は
、「
ワ
ー
ク
ア
ッ

プ
粉
剤
Ｄ
Ｌ
」を
10
ａ
当
た
り
３
㎏
、

液
剤
に
つ
い
て
は
、「
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ

フ
ロ
ア
ブ
ル
」２
０
０
０
倍
、「
シ
ル
バ

キ
ュ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
」２
０
０
０
倍
の

い
ず
れ
か
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し「
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
」は

大
麦
で
の
使
用
が
１
回
し
か
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、大
麦
防
除
を
す
る

場
合
は
薬
剤
の
使
用
回
数
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、栽
培
管
理
記
帳
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、収
穫
前
ま
で

に
共
乾
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
上村 昌平

　
ラ
ー
メ
ン
用
硬
質
小
麦
「
ち
く

し
Ｗ
２
号
」
は
、
朝
倉
地
区
、
三

輪
地
区
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

麺
に
加
工
し
た
と
き
の
食
味
を
良

い
も
の
に
保
つ
た
め
、
子
実
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
が
12
％
以
上
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
麦
類
は
、
生
育
が

良
好
で
多
収
の
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
は
、

多
収
の
場
合
に
低
下
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
管
理
作
業
を
し
っ
か

り
行
い
生
育
量
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
適
切
に
施
肥
す
る
こ
と
が

大
切
と
な
り
ま
す
。

　
穂
揃
期
に
お
け
る
尿
素
葉
面
散

布
は
尿
素
5.0
㎏
／
10
ａ
を
水
１
０

０
ℓ
／
10
ａ
に
溶
か
し
て
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
穂
揃
期
（
出

穂
５
〜
10
日
後
）
と
そ
の
７
〜
10

日
後
の
２
回
に
分
け
て
散
布
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
12
％
に

届
い
て
い
な
い
生
産
者
へ
の
聞
き

取
り
で
は
、「
尿
素
施
用
量
が
少

な
い
」「
適
期
に
散
布
で
き
て
い
な

い
」
状
況
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

穂
揃
期
追
肥
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
の
安
定
を
図
り
、「
ち

く
し
Ｗ
２
号
」
の
さ
ら
な
る
高
収

量
、
高
品
質
化
を
進
め
、
実
需
者

か
ら
求
め
ら
れ
る
麦
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
赤
か
び
病
の
発
生
に
は
出
穂
期

以
降
の
天
気
が
影
響
し
ま
す
。
平

均
気
温
18
℃
以
上
＋
湿
度
80
％
が

３
日
以
上
続
く
場
合
、
降
雨
ま
た

は
濃
霧
頻
度
が
高
い
場
合
に
多
発

生
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
防
除
適
期
は
小
麦
が
開
花
期

（
出
穂
後
７
〜
10
日
）、
大
麦
が
葯

殻
抽
出
期
（
出
穂
後
12
〜
14
日
）

で
す
。
赤
か
び
病
に
弱
い
「
ち
く

し
Ｗ
２
号
」「
は
る
か
二
条
」
は
、

１
回
目
防
除
の
７
〜
10
日
後
に
２

回
目
の
防
除
が
必
要
で
す
。
そ
の

他
の
品
種
に
つ
い
て
も
開
花
期
以

降
雨
が
多
い
場
合
は
２
回
防
除
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
水
田
農
業
係
）

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１ ▲大麦の防除適期 ▲小麦の防除適期

白い花が半分程度
咲いた頃

のげの基部から
黒い葯殻が出る頃

１
「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の
品
質

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

２
「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の

　
　
穂
揃
期
追
肥

３
赤
か
び
病
防
除
の
徹
底

千
粒
重（
ｇ
）

タ
ン
パ
ク
質
含
有
率（
％
）

▲穂揃期追肥の時期とタンパク質含有率、千粒重の関係

麦
の
管
理
作
業
に
つ
い
て詳

し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

赤
か
び
病
防
除

排
水
対
策
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野菜種の購入や家庭菜園のご相談はお近くの営農センターまたは支店経済まで

トウモロコシ・オクラ・カボチャなどの夏野菜の準備は今！

店頭価格

1,520円（税込）

園芸培土(20㎏)

矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当
矢野 裕司

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜種を各種
取り揃えています!
野菜種を各種
取り揃えています!初

め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

初
め
て
の
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

家庭菜園をはじめてみませんか？

赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当
赤星 秀一

杷木支店経済
営農渉外担当

野菜の種から芽が出ることを
「芽出し」といいます。
この「園芸培土」には、「芽出し」に
必要な成分が含まれています。
種をまく時に、ぜひご使用ください！

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

家
庭
菜
園

品
種
の
選
び
方

野
菜
作
り
の
第
一
歩

園
芸
研
究
家

成
松
次
郎

・
発
芽
・
生
育
適
温
な
ど

　
発
芽
や
生
育
に
関
す
る
温
度
や
発
芽

ま
で
の
日
数
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
ま
き
時
期
の
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。生

育
の
短
い
品
種
を「
早
生（
わ
せ
）」、長
い

品
種
を「
晩
生（
お
く
て
）」、こ
れ
ら
の
中

間
を「
中
生（
な
か
て
）」と
呼
び
ま
す
。タ

マ
ネ
ギ
の
早
晩
性
と
貯
蔵
性
に
は
深
い

関
わ
り
が
あ
り
、早
生
品
種
は
貯
蔵
性

が
低
く
、晩
生
品
種
は
貯
蔵
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。ハ
ク
サ
イ
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

で
は
早
晩
性
が
80
日
や
90
日
な
ど
の
生

育
日
数
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
機
能
性
野
菜
に
注
目

　
赤
、黄
、紫
な
ど
の
色
素
に
は
健
康
に

良
い
機
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

リ
コ
ピ
ン
の
多
い
ト
マ
ト
、ベ
ー
タ
カ
ロ

テ
ン
を
多
く
含
む
ニ
ン
ジ
ン
、ケ
ル
セ
チ

ン
に
加
え
、ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
を
多
く
含

む
赤
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
で
お
い
し
く
、安
全
な
野
菜

を
作
り
、い
ろ
い
ろ
な
野
菜
で
食
卓
を
豊

か
に
し
ま
し
ょ
う
。野
菜
の
品
種
を
選
ぶ

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、①
そ
の
土
地
の
気

候
や
栽
培
時
期
に
合
っ
て
い
る
か
②
病

気
や
害
虫
に
強
く
、作
り
や
す
い
か
③
利

用
・
調
理
に
適
し
て
い
る
か
、な
ど
を
見

極
め
る
こ
と
で
す
。

﹇
絵
袋
を
確
認
﹈

　
種
苗
会
社
の
カ
タ
ロ
グ
や
種
の
絵
袋

に
は
大
切
な
情
報
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す（
図
１
）。

・
作
り
や
す
さ
、耐
病
性
、耐
寒
性
な
ど

の
特
徴

　
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
名
前
に「
Ｃ

Ｒ
」が
付
い
て
い
れ
ば
根
こ
ぶ
病
に
強
い

品
種
、「
Ｙ
Ｒ
」は
萎
黄（
い
お
う
）病
に
強

い
品
種
で
す
。病
気
に
強
い
品
種
を
選

び
、少
な
い
農
薬
で
作
り
ま
し
ょ
う
。ま

た
、冬
の
野
菜
で
は
耐
寒
性
、夏
の
野
菜

で
は
耐
暑
性
が
あ
れ
ば
安
心
で
す
。

化
成
肥
料
の
部
分
はJA

イ
チ
押

し
！
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、

化
成
肥
料
１
０
０
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
12
・
14
・
10
」●
●
ｇ
を
施
肥
し
て

く
だ
さ
い
。

三輪支店経済
営農渉外担当
山下 智弘

化
成
肥
料
の
部
分
は
オ
ス
ス
メ
の「
ｅ
・ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
12
・
14
・

10
」を
施
肥
す
る
場
合
、化
成

肥
料
１
０
０
ｇ
に
は
●
●
ｇ
。

化
成
肥
料
50
ｇ
に
は
●
●
ｇ

を
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ラ
ー
麦「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の
穂
揃
期
追
肥

　
お
よ
び
麦
類
の
赤
か
び
病
防
除
に
つ
い
て

　
現
在
、麦
の
制
度
で
は
収
量
に
よ

る
数
量
払
い
が
所
得
に
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。今
後
の
管
理
次
第
で

品
質
・
収
量
と
と
も
に
大
き
く
左
右

さ
れ
ま
す
。収
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
最
も
重
要
な
の
が
排
水
対
策
で
す
。

　
圃
場
の
状
況
を
見
る
と
、排
水
溝

が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
所
も

あ
る
よ
う
で
す
。圃
場
に
水
が
た
ま

る
と
根
腐
れ
を
起
こ
し
、品
質
低
下

の
原
因
と
な
り
ま
す
。再
度
圃
場
を

見
回
り
、
畝
溝
を
排
水
溝
に
つ
な

ぎ
、雨
水
が
速
や
か
に
圃
場
外
へ
流

れ
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
か
び
病
の
毒
素
が
一
定
の
基
準

を
超
え
る
麦
は
、人
の
健
康
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

食
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、赤
か
び
病
防
除
未

実
施
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、共
乾
施

設
で
の
荷
受
け
が
で
き
ま
せ
ん
。赤

か
び
病
防
除
の
適
期
は
、大
麦
で
出

穂
12
〜
14
日
後（
葯
殻
抽
出
期
）、小

麦
で
７
〜
10
日
後（
開
花
期
）が
防

除
適
期
で
す
。

　
ま
た
赤
か
び
病
に
弱
い「
ち
く
し

Ｗ
２
号
」「
は
る
か
二
条
」は
防
除
が

２
回
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、１
回

目
防
除
か
ら
７
〜
10
日
後
に
２
回
目

の
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、他

の
品
種
に
つ
い
て
も
開
花
期
以
降
雨

が
多
い
場
合
は
２
回
防
除
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

　
粉
剤
に
つ
い
て
は
、「
ワ
ー
ク
ア
ッ

プ
粉
剤
Ｄ
Ｌ
」を
10
ａ
当
た
り
３
㎏
、

液
剤
に
つ
い
て
は
、「
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ

フ
ロ
ア
ブ
ル
」２
０
０
０
倍
、「
シ
ル
バ

キ
ュ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
」２
０
０
０
倍
の

い
ず
れ
か
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し「
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
」は

大
麦
で
の
使
用
が
１
回
し
か
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、大
麦
防
除
を
す
る

場
合
は
薬
剤
の
使
用
回
数
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、栽
培
管
理
記
帳
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、収
穫
前
ま
で

に
共
乾
施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農畜産課
上村 昌平

　
ラ
ー
メ
ン
用
硬
質
小
麦
「
ち
く

し
Ｗ
２
号
」
は
、
朝
倉
地
区
、
三

輪
地
区
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

麺
に
加
工
し
た
と
き
の
食
味
を
良

い
も
の
に
保
つ
た
め
、
子
実
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
が
12
％
以
上
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
麦
類
は
、
生
育
が

良
好
で
多
収
の
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
は
、

多
収
の
場
合
に
低
下
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
管
理
作
業
を
し
っ
か

り
行
い
生
育
量
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
適
切
に
施
肥
す
る
こ
と
が

大
切
と
な
り
ま
す
。

　
穂
揃
期
に
お
け
る
尿
素
葉
面
散

布
は
尿
素
5.0
㎏
／
10
ａ
を
水
１
０

０
ℓ
／
10
ａ
に
溶
か
し
て
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
穂
揃
期
（
出

穂
５
〜
10
日
後
）
と
そ
の
７
〜
10

日
後
の
２
回
に
分
け
て
散
布
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
12
％
に

届
い
て
い
な
い
生
産
者
へ
の
聞
き

取
り
で
は
、「
尿
素
施
用
量
が
少

な
い
」「
適
期
に
散
布
で
き
て
い
な

い
」
状
況
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

穂
揃
期
追
肥
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
の
安
定
を
図
り
、「
ち

く
し
Ｗ
２
号
」
の
さ
ら
な
る
高
収

量
、
高
品
質
化
を
進
め
、
実
需
者

か
ら
求
め
ら
れ
る
麦
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　
赤
か
び
病
の
発
生
に
は
出
穂
期

以
降
の
天
気
が
影
響
し
ま
す
。
平

均
気
温
18
℃
以
上
＋
湿
度
80
％
が

３
日
以
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続
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合
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降
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ま
た
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濃
霧
頻
度
が
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い
場
合
に
多
発

生
の
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れ
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あ
り
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す
。
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除
適
期
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麦
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開
花
期

（
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穂
後
７
〜
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日
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葯
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期
（
出
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後
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〜
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日
）

で
す
。
赤
か
び
病
に
弱
い
「
ち
く

し
Ｗ
２
号
」「
は
る
か
二
条
」
は
、

１
回
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防
除
の
７
〜
10
日
後
に
２

回
目
の
防
除
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で
す
。
そ
の

他
の
品
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開
花
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降
雨
が
多
い
場
合
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２
回
防
除
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。
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朝
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指
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ー

　
　
　
　
　
　
　
水
田
農
業
係
）

お
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６
ー
２
２
ー
２
５
５
１ ▲大麦の防除適期 ▲小麦の防除適期

白い花が半分程度
咲いた頃

のげの基部から
黒い葯殻が出る頃

１
「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の
品
質

営
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セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

２
「
ち
く
し
Ｗ
２
号
」の

　
　
穂
揃
期
追
肥

３
赤
か
び
病
防
除
の
徹
底

千
粒
重（
ｇ
）

タ
ン
パ
ク
質
含
有
率（
％
）

▲穂揃期追肥の時期とタンパク質含有率、千粒重の関係

麦
の
管
理
作
業
に
つ
い
て詳

し
く
は
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー

　
　
　  

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

赤
か
び
病
防
除

排
水
対
策
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と
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子
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３
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４
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の
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の
休
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イ
エ
ス
の
反
対
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③
俳
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や
和
歌
で
規
定
よ
り
音
数

が
多
い
も
の
の
こ
と

④
い
い
か
げ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ

ん
⑥
海
に
潜
っ
て
貝
な
ど
を
採
り
ま

す
⑨
ど
こ
か
ら
か
梅
の
花
の―

―

が

漂
っ
て
き
た

⑩
卒
業
生
が
校
長
か
ら
卒
業―

―

を
授
与
さ
れ
た

⑪
捕
手
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
み
ま

す
⑬
原
稿―

―

、
投
票―

―

⑭
雨
宿
り
の
と
き
に
借
り
ま
す

⑯
姫
路
や
彦
根
、松
本
の
も
の
が

有
名

二重枠に入った文字を、Ａ→Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

応募締切日…令和6年3月28日木（当日消印有効）

※先月号は51人の応募がありました。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E ★カフェさん
★いつこさん
★たあさん

★よもぎさん
★窪山比奈子さんシ ユ プ ー ル

春菊と豚しゃぶの香味サラダ

【材料】２人分
春菊１/2束、豚ロース肉 100g
　タマネギ 1/4 個、長ネギ 5㎝
Ａ：しょうゆ 大さじ1、酢 小さじ1、ごま油 小さじ1
　　 すりおろし生姜 少々、白いりごま 小さじ1

【作り方】
1春菊は食べやすい大きさに切る。茎の部分は縦に切る。豚
肉は熱湯に酒少々(分量外)を入れ、さっとゆでてザルに
あげる。タマネギは薄切りにする。長ネギで白髪ネギを作
る。Ａは混ぜ合わせる。
2器に春菊とタマネギを散らし、豚肉、白髪ネギを盛り付け、
Ａのたれをかける。

レシピ

春菊はキク科キク属の野菜で春に黄色の花を咲かせ
ることから｢春菊｣と呼ばれるようになったと言われ
ています。春菊は栄養価の高い緑黄色野菜で独特の
香りや風味を持ちます。この香り成分は自律神経に作
用し、免疫力を高め、咳を鎮める効果が期待できます。
また強力な抗酸化作用があり、皮膚や粘膜の健康を
保つβカロテン、風邪予防に重要なビタミンＣ、骨の
形成に必要なカルシウム、貧血予防に役立つ鉄分や
葉酸などの栄養素が豊富です。

【春菊パワー】免疫力アップ!

ＪＡオリジナル加工品をプレゼント!

性
部
活
動
が
写
真
で
一
面
に
出

て
い
る
こ
と
が
大
変
良
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
部
員
の
一
員
で
す
。

（
朝
倉
市
Ｈ
・
Ｙ
86
歳
）

日
頃
の
女
性
部
活
動
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

女
性
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

が
通
う
小
学
校
に
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が

贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
グ
ロ
ー
ブ
が

届
い
た
そ
う
で
す
。
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

大
喜
び
で
す
。

（
朝
倉
市
ゆ
ず
チ
ャ
ン
ネ
ル
66
歳
）

な
ん
と
、
う
ら
や
ま
し
い
！

野
球
が
大
好
き
な
私
と
し
て

は
、
大
谷
選
手
の
グ
ロ
ー
ブ
を
き
っ

か
け
に
、
野
球
に
関
心
を
持
っ
て

く
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
で
す

菜
が
お
い
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
。
蕾
菜
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し

く
だ
さ
い
。（朝

倉
市
れ
い
た
ん
66
歳
）

蕾
菜
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い

の
で
、お
店
で
見
か
け
た
ら

購
入
し
た
い
で
す
！
Ｊ
Ａ
全
農
ふ

く
れ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
蕾
菜

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

女蕾 孫

が
や
っ
て
き
ま
す
。
木
の
芽
が

膨
ら
ん
で
花
の
芽
も
顔
を
出
し

て
き
ま
し
た
。
花
盛
り
に
な
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
朝
倉
市
ま
ゆ
65
歳
）

い
つ
の
間
に
か
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
今
は
梅
が

美
し
く
、
間
も
な
く
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
桜
も
見
頃
に
な
り
ま
す
ね
。

本
当
に
楽
し
み
で
す
♪

事
の
合
間
や
気
分
を
変
え
た
い

時
に
「
ク
イ
ズ
！
頭
の
体
操
」。

解
け
る
と
ス
ッ
キ
リ
し
て
切
り
替

え
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
日
田
市
く
ぅ
49
歳
）

気
分
転
換
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
難
し
い
問
題
を
解
け
た

と
き
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
う
れ
し

い
で
す
。
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ

う
!!の

誕
生
に
よ
り
食
育
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。

（
筑
前
町
み
ー
た
ん
67
歳
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す

ね
。
実
り
豊
か
な
朝
倉
は
お
い
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
。
お
い
し
い

手
料
理
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
食
卓
、

お
孫
さ
ん
の
健
や
か
な
る
成
長
が

楽
し
み
で
す
ね
♪

鶴
温
泉
の
半
額
券
を
使
用
し
て
、

温
泉
を
堪
能
し
て
お
り
ま
す
。

（
宇
美
町
チ
ャ
ッ
ピ
ー
72
歳
）

こ
の
時
期
の
温
泉
は
気
持
ち

が
い
い
で
す
よ
ね
♪
温
泉
の

あ
と
は
ぜ
ひ
、朝
倉
の
お
い
し
い
農

産
物
も
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

校
生
、
各
生
産
部
会
の
頑
張
り
、

若
手
育
成―

。
先
月
号
の
「
管

内
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
記
事
、
明
る

い
話
題
が
満
載
。
元
気
が
出
ま
す
。

（
朝
倉
市
い
く
っ
ち
70
歳
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
た

ち
も
、
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

元
気
と
幸
せ
を
い
た
だ
き
、
幸
せ

で
す
♥

っ
た
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
着
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
服
の
ほ
こ

ろ
び
を
直
し
ま
し
た
。

（
筑
前
町
ひ
ざ
小
僧
58
歳
）

物
を
大
切
に
使
お
う
と
い
う

ひ
ざ
小
僧
さ
ん
の
精
神
は
大

切
で
す
ね
。私
も
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
見
習
い
た
い
で
す
！

仕

▲令和5年度 金融共済部・自動車共済ロールプレイングコンテスト
　（2月17日・甘木中央支店）

春

原も

孫

高あ
と
が
き

原

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。今
年

は
中
学
生
の
子
ど
も
が
卒
業
し
ま
す
。

年
々
、涙
も
ろ
く
な
っ
て
入
場
の
時
か

ら
涙
々
の
は
ず…

▲各営農センターで農家応援セール
　（2月17、18日・中部営農センターきばる）
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た
。
花
盛
り
に
な
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
朝
倉
市
ま
ゆ
65
歳
）

い
つ
の
間
に
か
暖
か
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
今
は
梅
が

美
し
く
、
間
も
な
く
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
桜
も
見
頃
に
な
り
ま
す
ね
。

本
当
に
楽
し
み
で
す
♪

事
の
合
間
や
気
分
を
変
え
た
い

時
に
「
ク
イ
ズ
！
頭
の
体
操
」。

解
け
る
と
ス
ッ
キ
リ
し
て
切
り
替

え
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

（
日
田
市
く
ぅ
49
歳
）

気
分
転
換
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
難
し
い
問
題
を
解
け
た

と
き
は
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
う
れ
し

い
で
す
。
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ

う
!!の

誕
生
に
よ
り
食
育
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。

（
筑
前
町
み
ー
た
ん
67
歳
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す

ね
。
実
り
豊
か
な
朝
倉
は
お
い
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
。
お
い
し
い

手
料
理
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
食
卓
、

お
孫
さ
ん
の
健
や
か
な
る
成
長
が

楽
し
み
で
す
ね
♪

鶴
温
泉
の
半
額
券
を
使
用
し
て
、

温
泉
を
堪
能
し
て
お
り
ま
す
。

（
宇
美
町
チ
ャ
ッ
ピ
ー
72
歳
）

こ
の
時
期
の
温
泉
は
気
持
ち

が
い
い
で
す
よ
ね
♪
温
泉
の

あ
と
は
ぜ
ひ
、朝
倉
の
お
い
し
い
農

産
物
も
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

校
生
、
各
生
産
部
会
の
頑
張
り
、

若
手
育
成―

。
先
月
号
の
「
管

内
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
記
事
、
明
る

い
話
題
が
満
載
。
元
気
が
出
ま
す
。

（
朝
倉
市
い
く
っ
ち
70
歳
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
た

ち
も
、
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

元
気
と
幸
せ
を
い
た
だ
き
、
幸
せ

で
す
♥

っ
た
い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
着
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
服
の
ほ
こ

ろ
び
を
直
し
ま
し
た
。

（
筑
前
町
ひ
ざ
小
僧
58
歳
）

物
を
大
切
に
使
お
う
と
い
う

ひ
ざ
小
僧
さ
ん
の
精
神
は
大

切
で
す
ね
。私
も
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
見
習
い
た
い
で
す
！

仕

▲令和5年度 金融共済部・自動車共済ロールプレイングコンテスト
　（2月17日・甘木中央支店）

春

原も

孫

高あ
と
が
き

原

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。今
年

は
中
学
生
の
子
ど
も
が
卒
業
し
ま
す
。

年
々
、涙
も
ろ
く
な
っ
て
入
場
の
時
か

ら
涙
々
の
は
ず…

▲各営農センターで農家応援セール
　（2月17、18日・中部営農センターきばる）
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インフォメーション

お問い合わせ先　各支店経済まで

筑前あさくらＪＡ米　令和6年産 稲作ごよみ

◀ 稲作ごよみ
    イメージ

（平 地 用） （中山間地用）

スマートフォンでＱＲコードを読み取ると令和６年産の稲作
ごよみがご確認できます。圃場での確認などにお役立てください。

野　菜　課　☎0946-23-8342
果　樹　課　☎0946-23-8341　
東部選果場　☎0946-52-2163

お問い合わせ先

・ 契約期間3年以上、契約額（満期額）30万円以上の定期積金が対象。
・ 手続きは最寄りのＪＡ各支店金融窓口へお願いします。
・ 胡蝶蘭など割引対象外となる商品もございます。
  詳しくはＪＡやすらぎ葬祭センターへご確認ください。

やすらぎ定期積金
会員募集
やすらぎ定期積金
会員募集

ＪＡやすらぎ葬祭センター　　0120-621-059

突然訪れる、もしもの時。
ご家族様の安心のために、急な出費に備えるＪＡ筑前あさ
くら独自の定期積金です。定期積金のご契約をされた方
はやすらぎ友の会員として下記の特典が受けられます。

《会員特典》
特典①　当ＪＡの葬祭事業を利用されますと、葬祭費用
　　　　の5％割引
特典②　葬儀の際は、枕花1本をお贈りいたします。
特典③　灯篭をお供えする際、当ＪＡから購入されると
　　　　購入代金の10％割引
特典④　供花をする際、当ＪＡから購入されると購入代
　　　　金の5％割引
　　　　（配達は当ＪＡ地区内、葬祭場に限ります）

お問い合わせ先

小石原給油所　　　　　　　　☎７４ー２５５１
セルフステーション宝珠山　　☎７２－２６５７
セルフステーション杷木　　　☎６２－２４８８
比良松給油所　　　　　　　　☎５２－２２２６
セルフステーション甘木南部　☎２１－７２１０
セルフステーションきばる　　☎２４－０５５１
セルフステーションみわ　　　☎２２－３４２６
セルフステーション夜須　　　☎４２－４１１６

お問い合わせ先

LINE公式アカウントやってます!
―ともだち追加の方法―
ＬＩＮＥアプリの「友だち追加」から右のＱＲコードを
読み込んでください

お得な情報を定期的に配信します!

農との共生を育み地域と共に  Vol.47　企画広報課　事業紹介

購読のお問い合わせは各支店まで

　経営環境が厳しさを増す中で、日本農業新聞は「課題解決型」の営農情報や地域に根ざした情報発信を
強化し、農業者の立場に立った、「食と農」のあらゆる情報を掲載しています。
　今回は日本農業新聞の購読者の新聞活用術をご紹介します。

日本農業新聞の活用術日本農業新聞の活用術

◆農業新聞の活用術は？
　私はアグリ市況を活用しています。アグリ市況を見て価格を確認し、部会との
比較、東京・大阪市場の情勢を把握するのに役立てています。紙面の閲覧コード
をスマートフォンに入力することで、いつでも市況を見ることができ、過去の価格
を見返すこともできるので便利です。また、広告で掲載している農薬を見て、今
どんな農薬が出ているかなど調べるきっかけにもなります。
◆農業新聞の魅力は？
　農業専門紙なのでインターネットでは見れない内容が掲載されています。若い
生産者や部会の取り組み、ＪＡの活動を知ることができ面白いです。私が1日農業
アプリ「daywork」の取り組み記事で農業新聞に掲載された時は、記事を見た農
家仲間から連絡がありました。具体的なアドバイスを行い、他の部会員に雇用者
を紹介するなど、さまざまなつながりができました。

◆どのような方に読んで欲しいですか？
　農業従事者はもちろん、新規就農を目指す方にもおすすめします。視野を広くすることができ、どのよ
うな補助事業があるのかなど把握できるので読んでほしいです。

冬春なす・
夏秋きゅうり生産者
　　二宮 久幸さん

◆農業新聞の活用術は？
　自らの農業の知識向上はもちろん、農業経営に少しでも役立つ記事を組合員・
利用者の方に伝えています。記事に関する質問があった際は、関係部署やイン
ターネットで確認し、回答しています。
◆農業新聞に対する思いは？
　営農関係部署に配属され右も左もわからなかった時、先輩職員に読む習慣を
つける大切さを教えてもらいました。最初は組合員の方との会話で専門用語が分
からないこともありましたが、農業新聞を読み続けることで、知っている内容が
会話に出てきた時にうれしかったことを覚えています。

組織ふれあい課 係長
椛島 慶正

読者インタビュー

ＪＡ職員インタビュー

全国の相場情報を即時発信する
のは日本農業新聞だけ！

全国大手７卸の取引データか
ら相場指標を算出。
約 品目を取り扱い。

長年蓄積したデータを基に
した相場動向が見れる。
傾向分析や計画立案に活用。

午前中から取引結果を更新
時までに確定

全国の主要市場の情報
を一度にチェック

価格や取引量の推移を
グラフで可視化

「 アグリ市況」で全国の相場がわかる

いつでも、どこでも、見やすく、簡単に、リニューアル アグリ市況は
こちらから

電子版なら
ワンクリックで
アクセス

※市況マークをタップ

日本農業新聞　農業の”答え”が載っている！
▲日本農業新聞のご購読は各支店まで。
■購読料（税込）1カ月 紙版２，６２３円　電子版２，４０３円

あなたもぜひ、
購読しませんか？

スマホ･タブレット・PCで見やすいデザイン

「お気に入り登録」で自分好みにカスタマイズ

キーワード・絞込み検索で見たいデータを簡単に取得

品目別の年次動向やランキングも見ることができる

アグリ市況 つのポイント4

紙版の日本農業新聞をご購読の方も、netアグリ市況を無料でご利用いただけます。
（無料会員登録が必要です）
※紙版読者は、初回の無料会員登録と紙面に記載されている閲覧コードの入力が必要となります。
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特典②　葬儀の際は、枕花1本をお贈りいたします。
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特典④　供花をする際、当ＪＡから購入されると購入代
　　　　金の5％割引
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「お気に入り登録」で自分好みにカスタマイズ

キーワード・絞込み検索で見たいデータを簡単に取得
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紙版の日本農業新聞をご購読の方も、netアグリ市況を無料でご利用いただけます。
（無料会員登録が必要です）
※紙版読者は、初回の無料会員登録と紙面に記載されている閲覧コードの入力が必要となります。
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vol.048

組合員皆さまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。

（令和 6年 1月 31日現在）

（正）7,744人
（准）7,183人

1,624億 7千万円
182億 9千万円
1,270万ポイント
54億 6千万円

63億円
37億 1千万円

令
和
６
年
１
月
26
日
の
令
和
５
年
度
第
10
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
総
代
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　
貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
貸
出
金
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て
　

第
６
号
議
案
　
通
所
介
護
事
業
及
び
第
１
号
通

所
事
業
運
営
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

①
不
祥
事
未
然
防
止
に
係
る
県
下
一
斉
点
検
の

実
施
に
つ
い
て

②
苦
情
等
対
応
状
況（
第
３
四
半
期
）に
つ
い
て

③
反
社
会
的
勢
力
対
応
に
関
す
る
定
期
報
告
に

つ
い
て

④
第
３
四
半
期
支
店
別
組
合
員
及
び
出
資
金
異

動
状
況
に
つ
い
て

⑤
令
和
５
年
度
12
月
末
事
業
実
績
及
び
今
年
度

見
通
し
に
つ
い
て

⑥
令
和
５
年
度
支
店
運
営
委
員
会
の
開
催
に
つ

い
て

⑦
令
和
５
年
度「
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
家
の
光

大
会
」の
開
催
に
つ
い
て

⑧
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況

報
告
に
つ
い
て

⑨
令
和
５
年
度
第
４
四
半
期
の
余
裕
金
運
用
方

針
・
計
画
に
つ
い
て

⑩
能
登
半
島
地
震
を
受
け
た「
全
国
相
互
連

携
」の
発
動
に
つ
い
て

⑪
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
被
害
支
援
募
金
の

協
力
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り
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2
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朝倉高校

井上 夢菜さん

いのうえ  ゆ   な

１年 藤川 莉花さん

ふじかわ  り   か

１年 

なかなか見ることのできないダブル
レインボーを撮影しました （井上）

夜空に輝くオリオン座
を撮影しました
（井上）

イルミネーションで木
がライトアップされてい
るところを撮りました
（藤川）

奇跡の虹

星空 光り輝くツリー

周りが暗く、藍色の空に月の光が重
なりきれいに光っている様子を撮り
ました （藤川）

光を照らす満月

営農センター
営業時間変更のお知らせ

東部営農センター、中部営農センター（きばる）
西部営農センターは、決算棚卸のため

3月30日（土）と31日（日）の営業時間を変更
致します。各支店の「支店だより」でご確認い
ただくか、各支店経済、営農センターへお問
い合わせください。




